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1は じ め に

近年、胚移植技術 (ET)の定着により家畜改良が急速

に進んできた。また、それに伴い特定ドナー牛血統構成

胚への需要が高まっている。しかしながら胚生産におい

てはホルモン剤によるSOV技術の研究が多くなされてき

たにも関わらず
1)、 SOVの反復やドナー牛の加齢など種

々の要因により採胚個数、正常胚個数の向上は難しい状

況となっている
2～ 3)。 また現行のSOV技術による胚生産

の場合、通常 2～ 3ケ月毎の採胚となり1頭のドナー牛

から年間に生産できる胚の数も限られてくる。このよう

な状況の中でSOV技術にOPU技術を組み入れ胚を生産する

技術に関する報告もある
4)。 しかしSOV SOV間 における0

PUの実施とSOV採卵成績に与える影響についての報告は

少ない。OPU技術の場合、週 1～ 2回の採卵を繰り返し

ても卵巣に異常はないとされている
9。 今回の試験では、

特定ドナー牛からの胚生産向上を目的に、初回SOV l週

間後からのOPU実施期間と、その後のSOV採卵成績の関係

について検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)供試牛
当場繋養の繁殖経産黒毛和種 12頭を供試した。

(2)OPUの方法

探触子を瞳内に挿入後、直腸より卵巣を保持し超音波

画像に映つた卵胞を確認しながら採卵針を穿刺し、卵胞

液ごと未受精卵子を回収した。尚、吸引圧は全て90mmHg

に設定して行った。回収液は血餅による吸引管の閉塞を

防ぐために51U/mlヘパリン注射液 (アベンテイスフアー

マ社、ノポヘパリン)、 結晶ペニシリンを添加したエン

プリオテック (全薬工業)を用いた。回収した液はセル

コレクターに移し洗浄・濾過後、顕微鏡下で形態的に鑑

別しランクA～ Dに分類しA,Bを正常卵とした。

(3)SOV:SOV処置は、発情から9～ 14日 目より卵胞

刺激ホルモン (FSH:ア ントリン、デンカ製薬)2 4 Allを

3日 間頸部筋肉内に漸減投与し、 3日 目にPGF2 α類縁体

(エストラメイト、住友製薬)をクロプロステノールと

して 750μ gを頸部筋肉内に投与し発情を誘起した。

発情発現から約半日後に入工授精を 1回行い、発情の 1

週間後に常法により胚を回収した。回収した胚は顕微鏡

下で形態的に鑑別し正常胚 (A～ C)、 変性・未受精胚に

分類した。

(4)SOV採卵後のOPU実施期間とその後のSOV成績の検

討

試験概要について図-1に示した。初回SOV l週 間後
から週 1回連続 3・ 5。 7週に区分しOPUを実施し、そ

れぞれの区でOPU成績について検討した。また連続OPU実

施期間がSOV採卵成績にどのように影響を与えるかにつ

いて、OPU前後のSOV採卵成績により比較検討した。各区

の実施頭数はそれぞれ4頭ずつとした。
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図-1 試験概要

3 試験結果および考察

各区のOPU全体の成績について表-1に示した。 3週
区と5週区で吸]リロ胞数、回収卵子数に有意差が見られ

たが、その他に大きな差は認められなかった。次に各区

の週毎のOPU成績について表-2に示した, 5週区で週
毎に回収卵子数が減少する傾向が見られたが、3週区、

7週区においてはOP」期間中大きな差が認められなかつ

た。

各区連続OPU後のSOV採卵成績について表-3に示し
た。 3週区と5週区でOPU前のSOV成績と比べ回収卵数、

正常卵数平均が低下しているが、これは特定個体で初回

SOV採卵成績が著しく突出していた為のパラツキによる

もので、他の個体毎でみると初回SllVと大きな差はなく、

正常卵率においては初回SOV成績とほぼ同様の結果とな

った。しかし、OPU連続 7週実施区では回収卵数、正常

卵数、正常卵率とも有意に低下し、ほとんど採取出来な
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かった。OPUの場合、週 1～ 2回の採卵を繰り返しても

卵巣に異常はないとされているが、連続OPU期間が長く

なると、卵巣穿刺による卵巣内末梢血管の損傷や、内分

泌的作用がホルモン剤への反応及び排卵機序に何らかの

影響を与えることが考えられる
6ヽ
今回の結果より、SO

V～SOVま での期間にOPUを応用する場合、連続 5週以内

に留めることでCIPt後のSOV採卵成績に影響を与えずに未

受精卵子を回収出来ることが示唆された。これにより牛

体外由来胚・体内由来胚を組み合わせて生産すること

で、限られたドナー牛を無理なく利用することが可能と

考えられる。今回の試験では、 ドナー毎に初回SOV成績
におけるバラツキがかなりあつた為、今後供試 ドナー牛

の厳選し、例数を増やして更なる検討をしていく必要が

ある。
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8± 1

* a) vsb ― Pく0.05

2週 目  17.8± 126  14.0± 108  758± 260   93± 6.7   72.3± 189
3週 目  19.8± 93  15.0± 92  714± 14.9   9.0± 37  66.4± 14.2

2週 目 148± 15  120± 1.4c  813± 34a  100± 08a  840± 95
3週 目 138± 2.4   105± 1.Ob   77.5± 11 la   75± 13b   717± 120
4製]目  150± 0.8   9.0± 0.8bd  50.9± 22b   60± 1.6bd  65.8± 123
5週 目 135± 34   85± 0.6bd 66.1± 170   6.3■ 1.3bd  73 3± H6
*a)vsb),c)vsd)～ pく0.05

目 19.8± 15  135± 26   684 93± 26 67 8ニヒ5.9
68.4± 16 5
71.8± 176
76.4± 18 2

2週 目 160± 3.6  13.0± 22
3週 目 185± 4.2   143± 55

82 2」
=6 0      9 043.2

75.2± 12 1    10 5ニ ヒ5.9

4週 目 163± 6.6   11.3± 88   63.0± 246   83± 6.6
5週 目 14.5± 78   103± 68   675± 166   8.3± 67   763± 11.3
6週 目 15.5± 61   108± 5.7   68.4± 130   88± 59   782± 190
7週 目 14.5± 79   105± 84   668± 149   79± 72   646± 168

14.8± 16 4 113± 113 5± 5.1 8± 11.8

19 5± 11. 13.0± 88 6.5± 90 70 1==25.6

7.3± 1 3a 5 0± 1.6a 6± 14 3a

3週 区   19.1■ 9.7a  152± 8.8a  774± 181   9.8± 48   705± 144
5週 区 14.6=ヒ 2 3b 10 6二

=2 1b
72 8± 12.1 80± 24 75 0± 12 4

+ 1 +157

OPU後   6.5± 47    53± 4.3     13± 0.5      721■ 17.6

OPU後   68± 36   53± 31      1.5± 06      728± 15.4

OPU後   15± 17b   05± 10b     10± 1.4      167± 333b
*a)vsb)― Pく005
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